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	実験　「メタン、エチレン、アセチレンの製法と性質の確認」


１　目的

メタンとアセチレンの実験室的製法を確認する。燃焼のしかたの違い、反応の違いを確認する。
２　注意

炭化カルシウムと水が反応したあとの水は塩基性なので、目に入れないように注意！

３　準備

水槽、16.5 cm試験管、ライター、ピンセット、アルミ箔、
メタンCH4（試験管入り）、エチレンC2H4（試験管入り）、炭化カルシウムCaC2、
0.001 mol/L 過マンガン酸カリウムKMnO4、臭素水Br2
４　方法＆結果
1） [image: image1.png]


メタンの実験室的製法（演示）
(1) 18 cm試験管に酢酸ナトリウムと砕いた水酸化ナトリウムを1 gずつ取る。穏やかな炎で固体部分を熱するとメタンが生成するので、水上置換で捕集する。

2） メタンの性質の確認
(2) あらかじめ捕集したメタンの1本に火をつける。気体が逃げないように水槽中でゴム栓を外し、親指で栓をする。水槽から出し、ライターの火を近づけてから親指を離す。
	観察：初めは赤い炎で燃え、その後は見えづらい青い炎で燃えた。ススは出なかった。



(3) 別のメタン1本に過マンガン酸カリウム水溶液を0.5 mL加えて振る。このときは少々気体が逃げてもよいから空気中ですばやく滴下し、再びゴム栓をすること。
	観察：紫色のまま変化がなかった。



(4) 別のメタン1本に臭素水を0.5 mL加えて振る。これも空気中ですばやく滴下し、再びゴム栓をすること。

	観察：黄色のまま変化がなかった。



3） エチレンの性質の確認
(5) あらかじめ捕集したエチレンの1本に火をつける。水槽中でゴム栓を外し、親指で栓をする。水槽から出し、ライターの火を近づけてから親指を離す。

	観察：初めは赤い炎で燃え、その後は先端が赤い炎で燃えた。ススは出なかった。



(6) 別のエチレン1本に(3)と同様に過マンガン酸カリウム水溶液を0.5 mL加えて振る。

	観察：初め紫色だったものが黄色に変化した。



(7) 別のエチレン1本に(4)と同様に臭素水を0.5 mL加えて振る。

	観察：初め黄色だったものが無色になった。



4） アセチレンの実験室的製法
(8) 大豆大に砕いた炭化カルシウムをアルミ箔で包み、一部を切り取り穴を開ける。
(9) (8)をピンセットでつかみ水中に入れるとアセチレンが生成するので、水上置換で
16.5 cm試験管に3本捕集する。

5） アセチレンの性質の確認
(10) (9)で捕集したアセチレンの1本に火をつける。水槽中でゴム栓を外し、親指で栓をする。水槽から出し、ライターの火を近づけてから親指を離す。

	観察：初めは黒いススを出して赤い炎で燃え、その後は先端が赤い炎で燃えた。



(11) 別のアセチレン1本に(3)と同様に過マンガン酸カリウム水溶液を0.5 mL加えて振る。

	観察：初め紫色だったものが黄色に変化した。



(12) 別のアセチレン1本に(4)と同様に臭素水を0.5 mL加えて振る。

	観察：初め黄色だったものが無色になった。



6） 片付け

各種水溶液は流しに捨て、ガラス器具やその他器具は水洗いして乾燥機。試験管のススはブラシで落とす。
５　考察

気体が過マンガン酸カリウムと反応すると紫色が変化して黄色や無色になる。反応の有無○×をまとめなさい。
	
	メタン
	エチレン
	アセチレン

	反応したか？
	×
	○
	○


気体が臭素水と反応すると無色になる。反応の有無○×をまとめなさい。

	
	メタン
	エチレン
	アセチレン

	反応したか？
	×
	○
	○


気体が燃えるとき不完全燃焼すると赤い炎になり、さらに空気が足りないとススが出る。以下の項目をまとめなさい。

	
	メタン
	エチレン
	アセチレン

	分子中のC：H
	１:６
	１:２
	１：１

	炎の色（比較的長い時間見られた色）
	青色
	赤色
	赤色

	ススの発生○×
	×
	×
	○


	部組（番号）　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　


引用文献：実教出版, 増補三訂版サイエンスビュー化学総合資料, 2008
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